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〈論 文〉 
共時的設計図と経時的設計図の意義 
― 設計時における２種類の思考枠組み ― 
黒 須 誠 治 * 
 
Meaning of synchronic blueprint and diachronic blueprint 
― Two important idea frames when designing ― 
Seiji Kurosu 
 
Abstract 
The necessity for preceding a synchronic blueprint when the system is designed and drawing a 
diachronic blueprint is described. A synchronic blueprint is the one like the cross section at the point 
that is. On the other hand, a diachronic blueprint is the one like the passage chart where details of 
point from the point that is from which everything is were spelt at passing. For instance, the former is 
a drawing of an architectural drawing and the machine. The latter is, for instance, a flow chart. The 
difference of both blueprints is whether to consider the flow of time. In a synchronic blueprint, the 
flow of time is not considered. It is the one that both states that put at a certain instant and existed 
were made shown in the figure. 
 
要  約 
システムを設計するさい、共時的な設計図に先行して経時的な設計図を作成する必要性があ
ることを述べる。共時的な設計図とは、ある時点における断面図のようなものである。一方、
経時的な設計図とは、ある時点からある時点に至るまでの手順を綴った図のようなものである。
前者の例は建築図面や機械図面、後者の例はフローチャートである。両者の設計図の違いは、
時間の流れを考えているかどうかということである。共時的な設計図では時間の流れは考慮し
ない。ある瞬間に共に存在するものを図に示す。われわれがシステムを設計する場合、共時的
設計図をいきなり書くことは難しいと思われる。まず、設計しようとしているシステムがどの
ようなメカニズムで稼働するかを考えることから設計の思考は始まると思われる。その思考が
できたとき、経時的設計図ができる。経時的設計図ができたら、その図をもとに共時的設計図
を描くのではないかと思われる。 
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 1 ．はじめに 
設計とは何をどうすることか。“良い設計をする”とは、どうすることか。この問いかけが、筆者の
設計に関する研究の基本的な主題である〔１〕。 
設計をつぎのように考える。設計とは、設計者が彼の頭の中で、理想と考えるシステムを創り出して
いく作業。そして設計図とは、頭の中で創り上げた理想と考えるシステムを図や記号や写真や文字など
を駆使して、紙やコンピュータなど、外部の媒体に記録したもの。ここでシステムとは、ある目的を達
成するための手順体系、であると考える。システムは大きく分けると物からなる仕組みと、手順からな
る仕組みの 2 つに筆者は分類している。手順からなる仕組みとは、たとえば、作業手順のようなもの
をいう。ビジネスモデルも手順からなる仕組みに分類する。そして本稿でいうシステムは、その両方を
含むものとする。 
さて、設計図というと、建築の図面や機械の図面を想起することが多い。そしてこのような図面を描
くことを設計と考えることが多いと思われる。この考え方は、“良い設計をする”ことから逸脱してい
くように思われる。本稿では、設計図を経時的設計図と共時的設計図の 2 種類に分類し、設計作業は
始めに経時的設計を行う必要があり、つぎに、必要があれば共時的設計を行うべきであることを述べる。
そして、「設計をする」とはどうすることかを抽象的に表現する。 
 
 2 ．経時的設計図と共時的設計図とは 
設計をしていくとき、その構想を練ることから始めて、設計図を描き終わるまでの間、どのような思
考プロセスを経ていくのだろうか。 
情報システム設計では、まずどのような情報を産出したいのか、それを決めることから始めるのがふ
つうであろう。産出したい情報が決まったら、つぎに、それを産出するために必要なデータを探索し、
決定する。そして、データから情報に変換する案を考える。この案を具体化するとプログラムになる。
このことをシステムの言葉を使用して述べると、つぎのようになる。 
まず、アウトプットを決める。つぎに、決めたアウトプットを産出させるのに必要と思われるインプ
ットを探索する。そしてインプットからアウトプットへの変換案を考えていく。変換案が確実にインプ
ットをアウトプットに変換することが確認できれば、この変換案をシステムとして実施する。以上は情
報システムを設計する場合の一般的な手順であろう。 
この設計プロセスの中の、“インプットからアウトプットへの変換”とは、x をインプットとして投
入し、f という変換を施して、y というアウトプットを産出することである〔２〕〔３〕〔４〕（図１）。なお、f
はシステムになる。 
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 x（インプット） 
↓ 
 f（システム） 
↓ 
 y（アウトプット） 
 
図１ システムとインプット・アウトプットの関係図 
 
そこには x が時間的に先で、y が時間的にあとという関係が現実的には存在している。どんな高速の
コンピュータでさえ、厳密にいえば、x が先にあって y があとから出てくるという順序を満たす処理が
行われる。この順序関係は時間の前後関係といってもよい。つまり、インプットは時間的にアウトプッ
トより前になければならない。ということは、われわれがシステムを設計するとき、時間的な前後関係
を、意識的に、あるいは無意識的に考えて設計しているということができる。このように時間的な前後
関係が反映されたシステムを経時的システムと呼ぶことにする。そして経時的システムを表現した設計
図を経時的設計図と呼ぶことにする。すると情報システム設計で使用されるフローチャート図（図２）
は経時的設計図ということができる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図２ フローチャート図（経時的設計図） 
 
逆に、情報システムを設計するということは、（データをインプットして、情報をアウトプットさせ
る）経時的設計図を描く作業であるともいえる。あるいは、（図を描くことは必ずしも必須ではなく）
経時的な設計思考をする作業であるといえる。 
一方、建築の設計図というと、多くの場合たとえば図３のようなものを想起する。これは空間的な配
置を表している。時間的な推移を表しているわけではない。 
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図３ 建築の設計図の例           図４ 電気ポットの設計図の例 
 
また、機械の設計図としてたとえば電気ポットの設計図を考えてみよう。電気ポットの設計図という
と、多くの場合電気ポットの形状を表した図をわれわれは連想するであろう（たとえば図４）。 
つまり、建築設計図も機械・器具の設計図なども、その多くは時間の前後関係を示しているわけでは
ない。これらの設計図は、時間をある一瞬で切って、その瞬間において共存する物を形で捉えた図であ
る。このような設計図を共時的設計図と呼ぶことにする。 
 
 3 ．設計とはまず経時的設計図を描くこと 
上述したように、情報システム設計では、一般に、フローチャート図を描いていくことによって、設
計されていく。それに対して電気ポットの設計はどうだろうか。電気ポットの（共時的）設計図を描く
ことによって電気ポットというシステムが設計できたことになるだろうか。 
電気ポットを設計するには、まず、つぎのように考えていくのではないだろうか。それは、どのよう
にすれば水をお湯に変換できるか、そのプロセスや方法を考えていくことである。これは水という状態
からお湯という状態に変化させるプロセスを考えることである。 
水を x とする。そしてお湯を y とする。するとこのプロセスを考えるということは、x を y に変換す
る f という変換器を設計することであるともいえる。このように考えると、電気ポットを設計するとい
うことは、x を y に変換する f を求める問題でもある。そうだとすると、この問題は先に示した情報シ
ステムの設計問題と同型になる。そして求められた f は、たとえばつぎのような図式になるであろう。 
 
f 
水に熱を接触させる 
↓ 
水が沸騰したら熱を不接触にする 
 
 
図５ 電気ポットの設計案 
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この図にインプットの x（水）とアウトプットの y（お湯）をつけてみよう（図６）。 
 
水 ( x ) 
↓ 
↓          f 
水に熱を接触させる 
↓ 
水が沸騰したら熱を不接触にする 
↓ 
↓ 
お湯 ( y ) 
 
図６ 電気ポットのシステムとインプット・アウトプットの関係図（経時的設計図） 
 
図６で、水（ x ）はインプット、お湯（ y ）はアウトプット、f はシステムである。電子レンジの原
理を採用したら、この図とは違う内容の図式になるであろうが、いずれにしてもこの図は、お湯を沸か
す作業のプロセスを表現している。もっというと、作業の順序を表している。そしてさらに、そこには
時間的な推移があることを暗に示している。この意味で、作業のフローチャートともいえる。そしてこ
の図は経時的設計図ということができる。 
つぎにこの図をもとに、このような湯沸かし作業をするために必要となる器や電気回路を創案するこ
とを考えてみよう。この思考をしていくと電気ポットらしきものの形が決まってくるだろう。それを図
として書くと、電気ポットの共時的設計図（たとえば図４）が描かれよう。 
そうだとしたら、この設計の思考プロセスは、経時的設計図をまず描くことを考え、つぎにそれに基
づいて共時的設計図を描くことを考える、ということがいえる。 
建築の設計を考えてみよう。間取りの設計はどのように行えばいいだろうか。すでに存在している設
計図を参考にして間取りを設計するという方法はここでは考えない。それは設計というよりもコピーに
近い考え方だからである。 
つぎのような方法が考えられる。家に住んで暮らすことを想像する。たとえば、仕事を終わって家に
帰ってきたところから、想像を始めてみよう。 
まず玄関から家に入る。家に入ったらつぎはどうするか。洗面所に行くか、あるいはリビングルーム
に行くか。もしそうだとしたら玄関と洗面所は近い方がいい。リビングルームも近い方がいい。そして
そこに行ける通路（廊下）も必要になるかもしれない。というようなことを考えていくと、部屋の空間
的な配置が決まってこよう。これらのことを図示すると、図７のように書ける。 
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帰宅した住人 ( x ) 
↓ 
↓          f 
玄関から家に入る 
 
廊下 1 を通る            洗面所に行く 
                  ↓ 
                  廊下 2 を通る 
 
リビングルームに入る 
↓ 
リビングルームでくつろぐ 
↓ 
： 
↓ 
↓ 
家でくつろいだ住人 ( y ) 
 
図７ 間取りという設計図を案出するためのシステムとインプット・アウトプットの関係図 
（経時的設計図） 
 
この図も時間的な推移を暗に含んでいる。この図を、情報システム設計で行うように、詳細化して
いくと、部屋の空間的な配置が決定されてくるだろう。このことは、家の設計もはじめに経時的設計
図を描くことを考え、それがまとまったら共時的設計図を描くといえる。こうして家の設計図ができあ
がる。 
電気ポットも家もその設計図は、経時的設計図をまず描くことを考え、つぎに共時的設計図を描くこ
とを考えた。このことは、経時的設計をせずに共時的設計図は描けないのではないかとも考えられる。
情報システムの設計でも、はじめから共時的設計図は描けないであろう。（情報システムの共時的設計
図とは、たとえばコンピュータの形状とか、半導体やスイッチ、キーボードの配置図のようなもの）。 
これらのことから、一般に、システムの設計は、まず経時的なシステムを考え、つぎに（必要なら
ば）共時的設計を行う、といえるのではないか。 
これらのことを抽象的に表現すると、「設計をする」とは、つぎの作業をすることでもあるといえる〔５〕。 
 
y をアウトプット（設計者がシステムから産出したいと考えているもの） 
x をインプット（産出するのに必要な素材のようなもの） 
とすると 
y ＝ f（ x ） 
という関係式を満たす関数 f を求める作業。関数 f はシステムである。 
ただし、y は x よりも後という時間的順序関係がある。 
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そして、本論から若干逸れるが、これらの関係式を使用するとつぎのような表現もできると考える。
「設計をする」ことの反対の概念と思われる「分析をする」とは、関数 f が与えられているとき、その
インプット x とアウトプット y の対を明確にする作業のことをいう。 
 
 4 ．まとめ 
設計図というと、機械や建築の世界でよく使われる共時的設計図を連想する。一方、情報システムの
世界では経時的設計図を連想する。共時的設計図はいわば空間的配置を表現する図である。それに対し
て経時的設計図では時間的順序関係を表現する図である。両者は異なるものである。にもかかわらず、
両者とも“設計図”とわれわれはふだん呼ぶため、設計をしようとすると、戸惑ってしまうことがある。
とくに機械や建築などの設計は、共時的設計の考え方では設計できないことが十分認識されていないよ
うに思われる。 
本稿では設計図は、共時的設計図と経時的設計図の 2 つに分類して考えることが重要であることを
述べた。 
経時的設計図とは、システムに入るインプットをアウトプットに変換するプロセスについて時間順序
を考慮して表現した設計図である。それに対して、共時的設計図とは、ある時刻で切ったとき、その瞬
間に存在するシステム要素についてその要素間の空間的関係を表す設計図である。 
つぎに「設計をする」とは、まず経時的設計をすることであり、経時的設計を行ったのち必要であれ
ば（建築や機械ではそれが必要だが）共時的設計を行うこと、であることを述べた。そして、そのこと
を抽象的に表現すると、x というインプットを y というアウトプットに変換する関数 f を求めること、
であると表現した。 
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